




近年虚血性心疾患の頻度は増大しており、その原因としては高コレステロール血症が考え

られ、それも萌芽は小児期に既に存在することが知られている。また小児期の比較的早期

に高コレステロール血症を発見し、葉物、食餌療法を行うことにより、成人期における動

脈硬化発症を有効に予防することも可能となる。今回 LDL や VLDL などリポ蛋白を沈澱させ

る比濁定量法を高コレステロール血症のスクリーニングに適当か否かを検した。 


